
パンタナール通信
一般社団法人 南北米福地開発協会 会報 ２０１５年６月１日 １４１号

世界平和地球村の建設と自然環境の保護

第
三
回
稚
魚
放
流
式
典
を
成
功
裏
に
終
え
る
！

五
月
八
日
、
レ
ダ
基
地
に
お
い
て
、
第
三
回
パ
ク
ー
稚
魚
放
流
式

典
が
成
功
裏
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
は
、
式
典
に
参
加
し
た
、
当

法
人
の
中
田
欣
宏
代
表
理
事
に
よ
る
報
告
で
す
。

成
功
の
鍵
は
、
第
一
に
天
候
で
す
。
天
気
予
報
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
り
、
当
日
の
朝
周
辺
地
域
に
大
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、
レ
ダ
基

地
は
快
適
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
一
同
、
祈
り
の
奇

跡
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
ゲ
ス
ト
た
ち
を
乗
せ
た
五
機
の
セ

ス
ナ
が
次
々
に
無
事
着
陸
。
さ
ら
に
エ
ス
ぺ
ラ
ン
サ
村
か
ら
は
百
名

余
り
の
生
徒
た
ち
が
到
着
し
、
若
々
し
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
式
典
お
よ
び
一
連
の
行
事
に
参
加
で
き
た
の
は
、
彼
ら

の
意
識
を
高
め
る
上
で
も
大
変
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

十
時
、
式
典
が
開
始
。
司
会
は
エ
バ
リ
ス
ト
氏
が
担
当
し
、
初
め

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
設
者
の
文
先
生
を
偲
び
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

国
家
斉
唱
に
続
き
、
参
加
者
へ
の
謝
意
と
と
も
に
主
催
者
挨
拶
と
し

て
、
現
地
財
団
会
長
及
び
レ
ダ
基
地
所
長
中
田
実
氏
が
「
文
先
生
は

世
界
の
食
糧
問
題
の
解
決
を
願
い
、
生
涯
を
か
け
て
水
産
事
業
に
投

入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
願
い
を
受
け
て
、
こ
の
地
を
理
想
の
福
地
に

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
も
魚

は
貴
重
な
生
活
の
資
源
で
あ
り
糧
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
魚
を
保
護

し
育
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
保
護
に
つ
な
が
り
、
こ

の
地
域
の
持
続
的
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
強
い
確
信
を
持
ち
、
パ

ク
ー
の
養
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
万
匹

の
稚
魚
を
放
流
し
、
ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
の
環
境
保
全
に
貢
献
で

き
、
光
栄
で
す
。
今
後
も
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
保
護
と
地
域
活
性
化
の
た

め
精
進
し
て
ゆ
き
ま
す
」
と
さ
ら
な
る
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

続
い
て
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
獣
医
学
部
長
ホ
ア
ン
・
カ
バ
ジ
ェ
ロ

博
士
が
「
こ
れ
か
ら
は
魚
を
獲
る
こ
と
を
教
え
る
の
で
な
く
、
増
や

す
こ
と
を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ラ
グ
ア
イ
川
流
域
で
は

魚
が
急
速
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
将
来
を
考
え
れ
ば
、
食
糧
と
し
て

の
魚
の
養
殖
は
大
変
に
貴
重
で
す
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同

行
し
た
水
産
学
科
長
エ
ド
ガ
ー
・
バ
ル
ブ
エ
ナ
博
士
も
「
私
も
全
面

的
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
魚
は
重
要
な
食
糧
資

源
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。(

２
面
に
続
く)

大きく健康に育ったパクーを放流。 放流するインディヘナたち。 岬の先端で放流が始まる。 挨拶する中田所長

放流式典に集ったゲストたちと、レダ基地のスタッフ。放流式を終えてにこやかに。2015年5月8日、パラグアイ、レダ

第三回パクー稚魚放流式典特集



マ
コ
コ
族
エ
ス
ぺ
ラ
ン
サ
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
伝

統
舞
踊
と
民
族
舞
踊
が
そ
れ
ぞ
れ
披
露
さ
れ
、
拍
手
喝

采
で
し
た
。
ま
た
グ
ス
タ
ボ
氏
に
よ
る
演
武
が
生
徒
た

ち
と
共
に
行
わ
れ
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
式
典
は
終
了
し
、
全
員
歩
い
て
放
流
会
場
へ

移
動
。
放
流
会
場
は
レ
ダ
基
地
の
突
端
部
分
に
設
置
さ

れ
、
本
流
と
支
流
が
出
合
う
絶
好
の
場
所
で
す
。

佐
野
氏
の
司
会
で
、
ま
ず
マ
グ
ノ
教
授
が
経
過
報
告

と
、
意
義
に
つ
い
て
「
今
回
の
パ
ク
ー
は
、
私
も
驚
く

成
長
ぶ
り
で
、
五
百
グ
ラ
ム
前
後
、
も
は
や
稚
魚
で
は

な
く
、
幼
魚
と
い
う
べ
き
大
き
さ
で
す
。
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
冬
に
向
か
い
水
温
が
下
が
る
と
、
天
敵
の
大
き
な

魚
の
活
動
が
低
下
す
る
た
め
、
生
存
率
が
か
な
り
高
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
五
万
匹
の
放
流
は
、
減
り
つ
つ

あ
る
水
産
資
源
に
と
っ
て
、
ま
た
漁
業
で
生
計
を
立
て

ま
た
、
先
住
民
を
代
表

し
て
、
エ
ス
ぺ
ラ
ン
サ
村

の

バ
ル

ボ

ー

サ

酋

長

が

「
南
北
米
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
神
様
の
も
と
に
一
つ
、
こ
う

し
て
私
に
も
話
す
場
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
。
五
万
匹
の
放
流
は
大
変
重
要
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
事
故
や
急
病
な
ど
困
難
な
時
、
い
つ

も
レ
ダ
の
人
た
ち
が
病
院
（
オ
リ
ン
ポ
市
な
ど
）
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
、
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
日
は
こ
の
場
に
た
く
さ
ん
の
住
民
の
招
待
を
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

次
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
時
間
と
な
り
、
チ
ャ

て
い
る
流
域
住
民
と
っ

て
、
大
変
あ
り
が
た

い
も
の
で
す
。
パ
ラ

グ
ア
イ
川
支
流
の
豊

富
な
餌
場
で
さ
ら
に

大
き
く
な
り
、
や
が

て
本
流
に
出
て
行
け

る
の
で
、
本
当
に
こ

こ
は
最
適
の
場
所
で

す
。
今
後
は
八
百
グ

ラ
ム
以
上
に
な
っ
た

幼
魚
に
印
を
つ
け
、

移
動
状
況
な
ど
生
態

調
査
を
行
い
ま
す
。
印
の
あ
る
魚
を
釣
っ
た
人
が
申
告

す
れ
ば
賞
品
を
授
与
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
五
人
一
組
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
放
流
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
食
堂
に
移
動
し
、
正
午
よ
り
昼
食
会
。

屋
外
で
は
ア
サ
ー
ド
（
焼
肉
）
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

歓
談
の
後
、
日
本
の
支
援
者
た
ち
か
ら
い
た
だ
い
た
お

土
産
を
、
シ
ン
氏
よ
り
贈
呈
さ
れ
、
貴
賓
の
皆
様
一
人

一
人
。
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
支
援
を
く
だ
さ
っ

た
皆
様
、
改
め
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
中
田
欣
宏
記
）

挨拶するバルボーサ酋長チャマココの民族舞踊を披露

若者が多く集った放流式典（セミナーハウス)グスターボ氏とエスペランサの生徒

大きくなって、帰っておいで！1000Kmの旅に出る魚もいる。

親魚になる立派なパクーを見てください

楽しいアサード（焼肉）の祝宴

パクーにほれぼれする韓国のゲスト



レ
ダ
基
地
で
堤
防
建
設
工
事

道
路
事
情
、
天
候
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
水
位
な
ど
を

見
な
が
ら
時
機
を
待
っ
て
い
た
堤
防
工
事
が
、
今
月
初

め
よ
り
昼
夜
突
貫
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
前
か
ら
造
成
を
始
め
、
レ
ダ
基
地
を
囲
む
よ

う
に
延
伸
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
レ
ダ
基
地
に
あ
る

機
材
で
も
工
事
の
可
能
な
部
分
は
、
私
た
ち
の
ス
タ
ッ

フ
が
自
ら
建
設
し
ま
す
。
洪
水
へ
の
恒
久
対
策
と
し
て
、

堤
防
の
建
設
に
支
援
を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
改
め
て

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
十
回
環
境
問
題
研
究
会
を
開
催

五
月
十
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ
り
、
川
崎
市
の
大

山
街
道
ふ
る
さ
と
館
会
議
室
に
お
い
て
、
第
十
回
環
境

問
題
学
習
会
を
開
催
し
、
43

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
と
し
て
、
北

里
大
学
名
誉
教
授
で
あ
ら
れ
、

公
益
財
団
法
人
農
業･

環
境
・

健
康
研
究
所
、
農
業
大
学
校

校
長
を
務
め
る
、
陽
捷
行
先

生
（
み
な
み
か
つ
ゆ
き
）
先

生
を
迎
え
ま
し
た
。
講
演
テ
ー

マ
は
、
陽
先
生
が
生
涯
を
か

け
て
取
り
組
ま
れ
た
「
健
体

康
心：

土
壌
・
人
間
・
環
境

問
題
」
で
す
。

哲
学
、
倫
理
、
科
学
、
実

践
、
等
々
を
含
む
、
深
大
な

テ
ー
マ
を
、
や
さ
し
く
噛
み

砕
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
も
ま
じ

え
な
が
ら
語
ら
れ
、
あ
っ
と

言
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
去
り

ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
時
間

も
含
め
て
、
活
性
化
し
た
雰

囲
気
の
中
で
当
初
の
予
定
時

刻
を
超
過
し
て
終
了
し
ま
し

た
。
以
下
に
、
講
義
メ
モ
の

一
部
を
記
し
ま
す
。

ま
ず
健
康
の
定
義
か
ら
。

健
康
と
は
「
体
が
健
や
か
で
、

心
が
康
ら
か
で
あ
る
こ
と
。
」

こ
こ
に
は
、M

e
n
t
a
l
,

P
h
y
s
i
c
a
l
,
S
o
c
i
a
l

の
み
な
ら

ず
、S

pi
ri
tua

l

の
意
味
も
含
ま
れ
る
。
健
康
の
た
め
に
、

人
は
大
地
や
大
気
に
倫
理
観
を
も
つ
こ
と
！

地
球
は
生

き
て
い
る
！

21
世
紀
に
は
農
学
、
環
境
科
学
、
医
学
が

連
携
し
た
統
合
知
が
必
要
で
あ
る
。
土
壌
は
地
表
わ
ず

か
18
cm
だ
け
。
そ
の
土
壌
の
健
康
＝
人
の
健
康
で
あ
る
。

「(

聖
賢
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
に
倣
っ
て)

土
壌
を
知

ら
な
い
人
が
、
ど
う
し
て
人
の
健
康
に
つ
い
て
理
解
で

き
よ
う
か
。
」
（
小
田
記
）

講演する陽捷行先生(5月10日)

2015年5月12日

熱心に聴講した参加者たち(大山街道ふるさと館3階)

先住民コミュニティー、エスペランサ村から、感謝のメッセージ

感謝、感謝、感謝。

①子供たちに、希望をく
れてありがとう。
②わたくしたちに、仕事を
くれてありがとう。
③村に、安心をくれてあり
がとう。

レダで働かれるみなさん、
支援してくださるみなさん、
本当にありがとうございま
す。

先住民生徒の中には、村の学校で学業に励んで奨学金を獲得

し、海外に留学して医師の資格を取得、帰郷後に医師として
活躍している者もいます。



第
八
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

講
師
陣
は
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
新
た
な
内
容
を
た
く
さ

ん
盛
り
込
み
ま
し
た
。
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時:

二
〇
一
五
年
八
月
一
日
（
土
）

十
時
三
十
分
～
十
七
時
（
十
時
よ
り
受
付
）

会
場:

大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
二
階
（
川
崎
市
高
津
区
溝

口
三-

十
三-

三
）

JR
武
蔵
溝
ノ
口
駅
、
お
よ
び
東
急
田

園
都
市
線
溝
の
口
駅
か
ら
徒
歩
七
分

参
加
費:

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に
て

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
申
込
〆
切：
七
月
二
九
日

プ
ロ
グ
ラ
ム
（予
定
）

★
提
唱
者
の
思
想
と
私
た
ち-

レ
ダ
開
拓
史

南
北
米
福
地
開
発
協
会

理
事

飯
野
貞
夫

★
こ
こ
ま
で
来
た
！
地
球
環
境
問
題

地
球
の
緑
を
守
る
会

代
表
理
事

高
津
啓
洋

★
パ
ラ
グ
ア
イ
・
レ
ダ
に
お
け
る
理
想
郷
建
設

南
北
米
福
地
開
発
協
会

理
事

柴
沼
邦
彦

参
加
申
込
は
、
①
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
②
年
齢
③
性
別

④

住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
メ
ー
ル
⑦
紹
介
者
を
明
記
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ:

〇
四
四-

八
二
九-

二
八
二
〇
、
ま
た
は

メ
ー
ル:o

ffic
e
@
a
sd
-n
sa
.jp

へ
お
願
い
し
ま
す
。

会員種別
♠会員一口1000円／月 ※口数は申込者が申告

♠特別会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

♠法人会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行 00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会
入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げます。それ
が確認でき次第、会員番号を確定し、ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申し込みください。
また、ホームページからもダウンロードできます。
PDF形式 http:// www.asd-nsa.jp/nyuukai.pdf
Word形式 http:// www.asd-nsa.jp/nyuukai.docx

一般社団法人
南北米福地開発協会事務局
〒２１３－０００１
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: ０４４－８２９－２８２１
FAX: ０４４－８２９－２８２０

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号１０２８０ 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.jp
ホームページ: http://www.asd-nsa.jp

第
十
五
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
員
募
集

青
年
指
導
者
た
ち
が
、
国
や
文
化

を
越
え
た
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
世

界
と
人
間
と
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
、

学
び
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
企

画
い
た
し
ま
し
た
。

期
間

二
〇
一
五
年
八
月
二
五
日
～
九
月
十
日

活
動
地

パ
ラ
グ
ア
イ
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域

活
動
内
容

学
校
の
建
設
、
植
樹
、
文
化
交
流
。
レ
ダ
に
て

奉
仕
活
動
、
自
然
探
訪
、
学
習
会
、
乗
馬
、
釣
り
体
験
な
ど
。

参
加
資
格

18
歳
以
上
、
概
ね
25
歳
ま
で
の
健
康
な
男
女

参
加
条
件

①
小
論
文
（
四
百
字
以
内
）
を
六
月
末
ま
で
に

当
協
会
へ
提
出
。
テ
ー
マ
は
「
参

加
の
動
機
及
び
将
来
の
夢
」

②
小
論
文
に
各
自
の
紹
介
者

の
推
薦
文
を
添
付
す
る
こ
と
。

採
用
者
発
表

直
接
該
当
者

に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
数

十
名
前
後
（
日
本

か
ら
）

参
加
費
用

十
五
万
円

成

田-

ア
ス
ン
シ
オ
ン
往
復
航
空
券

は
主
催
者
が
支
援
致
し
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
下
記
事
務
局
、

戸
石
。
小
田
ま
で
。

国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊

派
遣
の
た
め
、
ご
支
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
！

郵
便
口
座

記
号

一
〇
二
八
〇

番
号

六
一
三
四
九
七
五
一

南
北
米
福
地
開
発
協
会

参
加
者
の
感
想

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
思
い
が

適
っ
た
一
日
で
し
た
。
苛
酷
な
地
を
、

よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
な
さ
れ
た
と
感
服
い

た
し
ま
し
た
。(

男
性
・
64
歳)

と
て
も
深
い
内
容
が
あ
り
、
先
駆
者

た
ち
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ
ダ
で
活

動
し
た
青
年
の
話
は
と
て
も
率
直
で
、

同
じ
青
年
と
し
て
興
味
深
く
、
と
て
も

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。(

男
性
・
22
歳)


